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サブプライムローンＱ＆Ａ
6期インドネシア語学科  和田 肇

私は大学で金融論を選択し、父が戦前銀行員でもあったことから、銀行に就職し、外国為替、国際業務、海外勤務の道を歩んできました。銀行、総合研究所を退職後もついつい新聞記事の中で金融、特に国際金融の欄に目が移ります。

人・物・金（カネ）のグローバル化に伴い、ある程度の金融知識を持っていないと世界の動きが理解し難くなってきました。

現在、米国の金融界は戦後最悪の金融不安に直面し、経済界にもその影響を及ぼしています。日本はバブル崩壊後、その処理に10年を要しＧＤＰの約２０％を費やしました。
米国も今後数年間は景気低迷を余儀なくされそうです。
私は、米国でサブプライムローンが問題化した昨年秋以降、その動きを追ってきました。欧米の金融界を不安に陥れたサブプライムローンはいつ頃から発生したのか？ その原因は？ 住宅ローンの債権とその証券化とは？銀行界の信用収縮とは？ 犯人は誰なのか？ 今後の見込みは？ などにつき分かり易く解説します。
当日配布する資料は英語ですが、解説は日本語で行います。
